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不均一触媒やデバイス/電極界面などの特性は、固体表面における分子の
ふるまいに支配される。表面ではそれぞれの分子が周囲の局所環境に応じ
て異なった吸着構造や挙動を示しうるため、その構造と物理化学的な性質
を単分子レベルで明らかにすることが重要である。走査型トンネル顕微鏡
（STM）を用いると、分子の吸着構造を高い空間分解能で観測すること
ができる。さらにSTMの金属探針先端部に光を照射すると、探針の直下
に位置する分子に対して単分子レベルの高感度な分光測定が可能になる。
本講演では、金属表面上の機能性分子を対象として吸着状態およびそのダ
イナミクスの観測結果について報告する。


